日本共産党議員団　田郷　 正
八日市駅東西連絡通路事業費は
Ｑ　八日市駅連絡通路設置や延命公園再整備の事業費は、議会質問や情報公開請求でも一切明らかにされてこなかった。
　ところが、今年３月には市から国土交通大臣へ「都市再生整備計画東近江市八日市駅前地区」計画文書が送られており、その中で「八日市駅東西通路設置」全体事業費として16億６千万円が明記されている。
　市民へも議会へも明らかにしない姿勢は不誠実と言わざるを得ない。
①３月には事業費を把握しながらなぜ明らかにしなかったのか。
②概算事業費総額はいくらか。
③財政協議、財政計画はできているのか。
④東側および西側の土地所有者は誰か。
Ａ　①国から財政支援の予算枠を確保するため、同規模の連絡通路の事業費を参考にしました。また、今回の整備に係る概算事業費は、３月時点では基本構想策定前であったため未定でした。
②東西連絡通路と延命公園再整備の概算事業費は、基本設計が完了した段階で算出することにしているため、現時点ではお示しできません。
③財政部局と協議し、財政計画についても、進捗状況に合わせて精査するように指示をしています。
④東側、西側の土地所有者は、市有地と民間所有地です。

太陽クラブ　松本　喜美
介護保険制度の円滑な運営を
Ｑ　介護認定業務について、
①介護保険法で定められた期間内に処理ができない状況が生じている具体的な要因は。
②今後、同じ問題が生じないよう、どのような対策を講じているか。
③毎月の新規の介護認定申請数は。
④介護認定が遅れることにより、市民生活にどのような不都合やリスクが生じると認識しているのか。
Ａ　①令和６年度末から令和７年度始めにかけて認定調査員の予期せぬ退職が続き、調査員の補充が間に合わなかったことから、認定調査の待機者数が増加し、認定審査期間の長期化に至りました。
②今後も認定調査員が減少する可能性があるため、認定調査の外部委託の拡大や認定調査事務に係る負担軽減への取り組みを検討しています。
③毎月の新規の介護認定申請数は、月平均約100件となっています。
④認定が遅れると、申請を行った被保険者の介護サービスの利用開始時期が遅れ、日常生活や家族の介護負担への影響のほかに、介護支援専門員や介護サービス提供事業者などの支援業務が停滞するリスクも生じる可能性があると認識しています。

太陽クラブ　戸嶋　幸司
家に届かない広報紙
Ｑ　市が発行している「広報ひがしおうみ」の10年前、５年前、今年度の配布方法および配布世帯数は。また、紙媒体以外の閲覧方法は。
Ａ　10年前、５年前、今年度ともに新聞折り込みにより配布しています。配布世帯数は平成27年度が３万7310部、令和２年度が３万5100部、今年度が２万８千部です。
　紙媒体以外では、市のホームページやＬＩＮＥなどのＳＮＳ、広報紙閲覧アプリのマチイロ、多言語閲覧アプリのカタログポケットを通じて閲覧することができます。

Ｑ　現在、本市には４万８千世帯ほどあるが、新聞の複数購読や事業所での購読を鑑みると半数ほどの世帯にしか配布されていないと推測できる。自治会配布の方が、より多くの世帯に配布できるのでは。
Ａ　新聞購読者の減少が続いていることから配布方法について検討を重ね、電子媒体での発信など、閲覧できる選択肢を増やしています。毎年実施している市民意識調査において、７割近くの市民が広報紙を読んでいるとの結果が出ていること、また、毎月一日に確実に世帯に届くという利点から、現時点では新聞折り込みで配布することとしています。
　自治会配布は、自治会の事務負担軽減の観点から考えていません。

太陽クラブ　安田　高玄
愛され親しまれる公共交通に
Ｑ　ちょこっとバス・ちょこっとタクシーの利用状況について、
①利用者数の推移は。
②利用者の年齢層、利用目的、利用者数の多い時間帯および平日、休日の利用状況は。
Ａ　①令和５年度から令和６年度にかけての利用者は、約９千人増の17万６千人です。
②年齢層の調査は行っていないため明確な数値はありませんが、通勤・通学や通院、買物を目的とした利用が多く、利用者の多い時間帯は平日の午前中で、休日は平日に比べ利用者が少ない傾向です。

Ｑ　ちょこっとタクシーを利用するにあたり「30分以上前に電話予約しての利用はちょっとね…」と話す高齢者がおられ、電話予約は非常に高いハードルとなっている。そのことから、市内全域をちょこっとバスに変更する考えは。
Ａ　ちょこっとバスについては、可能な限り利用促進に努めてきましたが、利用者がいない時間帯も発生していたため、事前予約制によるちょこっとタクシーを導入した経緯があります。これにより、少人数の希望に対応するとともに、一定の公共交通網が維持できていることから、市内全域でのちょこっとバスの運行は考えていません。
